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浅草かっぱ寺新年会

河
童が

つ
な
ぐ

河
童
連
邦
共
和
国

大
統
領

中
村
壽
宏

河
童
連
邦の

み
な
さ
ん
お

元
気に

新
春を

お

迎え
の
こ
と
と

思い
ま
す

。
河
童
連
邦
共
和
国
恒
例の

ス
タ
ー
ト
は

一
月
十
三
日
荏
柄
天

神
社
天
神
様の

社
殿で

安
全
祈
願の

お

祓い
を

受け

各
村を

代
表

す
る

二
十
名
新
鮮で

感
動を

覚え
ま
し
た

。

第
二の

河
童
連
邦の

行
事
、
二
月
九
日
浅
草か

っ
ぱ

寺
曹
源
寺
新

年
会は

十
九
村か

ら

六
十
三
人の

か
っ
ぱ

殿が

参
加
、
曹
源
寺
河
童

堂
参
拝
、
住
職
久
我さ

ん
か
ら
ご

挨
拶を

頂い
た

。

住
職は

、
以
前か

っ
ぱ

新
聞に

寄
稿さ

れ
た

時
、
河
童が

素
晴ら

し
い
こ
と
は

、か
っ
ぱ

村の
み
な
さ
ん
が

決し
て

難し
く

対
処す

る
の
だ
け
で
な
く

互い
に

楽し
く

親
睦を

重ね
つ
つ
も

大
事な

こ
と
を

訴え
て
い
る

、そ
の

心を

大
切に

と

称
賛
頂き

ま
し
た

。

浅
草か

っ
ぱ

村
原さ

ん
の

司
会で

い
よ
い
よ

開
宴
。
大
好き

な
お

酒で

乾
杯で

座は
ぐ
っ
と

和ん
で

旧
知の

方
新し

い

方

皆
明る

く

笑
顔
笑
顔で

か
っ
ぱ

談
義を

し
て
い
る

。
正に

河
童の

心

村
紹
介

自
己
紹
介と

宴は

笑い

声が
や
ま
な
い

会
場が

盛り

上が
り

、あ
っ

と
い
う

間の

三
時
間の

交
流
会
。
古
田
大
老の

締め
の

挨
拶で

お

開

き

。

さ
て

河
童
連
邦
共
和
国は

創
立
三
十
一
年を

迎え

創
立
時か

ら

今
日ま

で

継
続さ

れ
て
い
る

村は

、
利
根
川か

っ
ぱ

村・

浅
草か

っ
ぱ

村・

札
幌か

っ
ぱ

村・
み
ち
の
く
か
っ
ぱ

村・

静
岡か

っ
ぱ

村・

川
内
河
童
共
和
国の

み
で
あ
り

、
現
在
三
十
六
村は

平
成
五
年
以
後

に

発
村さ

れ

現
在に

い
た
っ
て
お
り
ま
す

。

河
童
伝
説が

、
時
代を

超え
て

各
地で

保た
れ
て
い
る
の
は

、
実

態が

不
明
、
見た

こ
と
も
な
い

。
思い

思い
に

連
想
、
愛ら

し
く

悪

さ
を
し
な
い

誰も
が

「か
っ
ぱ

」と

発す
る
と

知っ
て
い
る

人
、
知

ら
な
い

人も

、
顔が

ほ
こ
ろ
ぶ

不
思
議な

存
在
。
世の

中を

明る
く

し
て

誰か
ら
も

愛さ
れ
る

、こ
れ
が
ロ
マ
ン
と
ユ
ー
モ
ア
を

生む

礎

で
す

。
河
童
国
民
一
人
一
人の

心の

中に
あ
る

、
河
童
愛を

大
切に

し
て

育て
ま
し
ょ
う

。
河
童
連
邦
共
和
国の

発
展を

念じ
て

写真撮影：
河童大学かっぱ村 佐々木 篤



(2)第２２６号かっぱ新聞平成３１年２月２８日（木）

荏
柄
天
神
社

初
詣

今
年の

河
童
連
邦
共
和
国の

初
詣は

、
恒
例に
よ
り

鎌
倉
荏
柄
天
神
社に

て

一
月
十
三
日
（
日
）に

行わ
れ
ま

し
た

。
天
気に

も

恵ま
れ
て

中
村
大
統
領の

他
二
十
名の

参
加

に
よ
り

神
殿に

於い
て

神
主の

祝
詞
奏
上の

あ
と

、
一
同

頭を

垂れ

、こ
の

一
年の

無
病
息
災と

河
童
連
邦
共
和
国

の

繁
栄を

祈
願し

ま
し
た

。

尚
、
初
穂
料と

清
酒
六
本を

奉
納し

ま
し
た

。

河
童の

益
子
焼

個
展

開
催

河
童の

焼き

物を

創っ
て

、
三
十
年
、
横
倉
正さ

ん

（
水
辺か

っ
ぱ

村
）が

個
展を

開
催す

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

。
集
大
成と

も
い
え
る

個
展で

す
の
で

、ご

覧く
だ
さ
る
よ
う
お

願い

致し
ま
す

。

期
間
中に

見
学ツ

ア
ー
を

企
画す

る

予
定で

す

。

期
間

二
〇
一
九
年
七
月
二
七
日
（
土
）
～

八
月
一
八
日
（
日
）

午
前
十
時
半
～
午
後
五
時（

木
曜
定
休
）

於

つ
か
も
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
作
家
館
内
）

（
栃
木
県
益
子
町
益
子
四
二-

六
四
）

電
話
〇
二
八
五ー

七
二ー

六
六
三
四

平
成
三
十
一
年

浅
草
河
童
寺
新
年
会
開
催

平
成
三
十
一
年
二
月
九
日の

土
曜
日
、
恒
例の

浅
草

河
童
橋に

あ
る

、
曹
源
寺(

通
称
『か

っ
ぱ

寺
』)

を

会

場に
し

、
河
童
連
邦
共
和
国
新
年
会(

河
童
連
邦
共
和
国

大
統
領
府と
浅
草か

っ
ぱ

村の

共
催)が

、
開
催さ

れ
ま

し
た

。
当
日は

、
朝か

ら
の

雪
、し

か
も

、
集
合
時
間の

午

前
十
一
時
頃が

最も

激し
く

降る

雪で
し
た

。
境
内の

南
側に

建っ
て
い
る

河
童
堂に

て

、
御
住
職に

よ
る

河

童
供
養の

法
要が

催
行さ

れ

、
全
国か

ら

集ま
っ
た

国

民に
よ
る

焼
香が

な
さ
れ
ま
し
た

。

今
回の

参
加
者は

、
十
九
村か

ら

六
十
三
名と

、
参

加
村
数も

、
国
民
数も

、
最
近で

は

最も
多く
盛
会の

内に

開
催さ

れ
ま
し
た

。

新
年
会は

浅
草か

っ
ぱ

村の

原え
つ
お

助
役
（
河
童

新
聞に

イ
ラ
ス
ト
を

投
稿し

て
い
る

方
）の

司
会に
よ

り

、
森
本
佳
直
事
務
局
長の

開
会の

辞に

続き

、
中
村

壽
宏
大
統
領に

よ
る

年
頭の

ご

挨
拶が

あ
り

乾
杯
、
懇

親
会と

続き
ま
し
た

。

し
ば
ら
く

酒
宴が

続き

、
新
年
会
恒
例の

、
村ご

と
の

国
民
全
員に

よ
る

近
況
報
告へ

。
村の

こ
と

、
国
民

ご

自
身の

こ
と

、
中に

は

、
踊り
や
ら

歌や
ら

、
特
技

を

披
露さ

れ
る

方も
あ
り

、
笑い
の

中
、
和や

か
な

自

己
紹
介が

あ
り
ま
し
た

。

開
始か

ら
ほ
ぼ

三
時
間
経
過
後の

午
後
二
時
頃に

閉

会と
な
り

、そ
の

後は

、そ
れ
ぞ
れ
お
な
じ
み
の

国
民

同
士が

誘い

合い

、
二
次
会へ

と

、
雪も

止み

、
日
差

し
が

射し
て
き
た

中
、
浅
草の

繁
華
街
方
面や

反
対
側

の

上
野
方
面へ

と

、
河
童の

川
流れ

散
会と

な
り
ま
し

た

。

文
責

佐々

木

篤

写真撮影：さいたまかっぱ村 今井 勝

横倉 正
かっぱ展 パンフレットより



(3)第２２６号 かっぱ新聞 平成３１年２月２８日（木）

歓
迎

河
童サ

ミ
ッ
ト
・イ
ン

佐
渡

佐
渡
福
浦か
っ
ぱ

村
村
長

松
村

昭
南

第
三
十
二
回
河
童サ

ミ
ッ
ト
は

国
際
保
護

鳥
「ト
キ

」が

大
空を

舞う

佐
渡ケ

島で

六

月
十
日
～
十
一
日に

開
催さ

れ
る
こ
と
が

運

営
委
員
会で

決
定し

ま
し
た

。

佐
渡は

世
界
農
業
遺
産
、
日
本ジ

オ
パ
ー

ク
に

認
定さ

れ

、
近い

将
来
世
界
遺
産
認
定

を

目
指し

て

活
動
中の

金
銀
山
遺
産
群と

三

つ
の

宝
物が

あ
り
ま
す

。

更に

、
長い

歴
史を

持つ

佐
渡に

は

世
阿

弥や

大
久
保
長
安に

よ
り

育ん
だ

「
能
」を

代
表と

す
る

「
貴
族
文
化
」
徳
川
幕
府を

支

え
る
た
め
に

各
地か

ら

移り

住ん
だ

人々
に

よ
る

「
武
家
文
化
」
「
町
人
文
化
」な

ど
が

融
合し

て

特
異な

文
化が

織り
な
し

数
多く

の

文
化
財も

あ
り
ま
す

。
叉
、
佐
渡
沖で

は

暖
流と

寒
流が

交
差す

る

影
響で

気
温は

比

較
的
暖か

く

、
美
味し

い

魚や

野
菜・

果
物

も

収
穫で

き

、
自
給
自
足の

生
活も

可
能で

す

。豊か
な

美し
い

海
、ト

ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ

を

代
表と

す
る

花々
の

楽
園
、
洞
爺
湖サ

ミ
ッ
ト
で

映
像さ

れ
た

縄
文
天
然
杉な

ど
も
あ

り
ま
す

。

開
催
地は

島の

玄
関
口
両
津
港か

ら

国
道

三
五
〇
号
線を
北
西
約
一
、
五キ

ロ
メ
ー
ト

ル
の

加
茂
湖
畔(
福
浦か

っ
ぱ

村
周
辺)

の

風

光
明
媚な

所の
ホ
テ
ル
で

、
河
童
連
邦
共
和

国の

総
会
及び

サ
ミ
ッ
ト

交
流
会を

行い
ま

す

。

ホ
テ
ル

眼
前の

加
茂
湖は

か
っ
ぱ

伝
説

「
河
童の

詫
証
文
」の

生
誕
地で

あ
り

、

神
事
中に

悪
戯
河
童が

各
地か

ら
ご

参
集

の
か
っ
ぱ

村
村
民を

歓
迎し

て

出て

来る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

？

交
流
会で

は

情
報
交
換タ

イ
ム
と
し
て

各か
っ
ぱ

村
代
表に

よ
る

「
聞か

せ
て
く

だ
さ
い

！あ
な
た
の

村の

河
童
自
慢
」(

か
っ
ぱ

談
義)

を

企
画し

て
い
ま
す

。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

福
浦
鬼
組に

よ
る

鬼

太
鼓(

お
ん
で
こ
)

、
福
浦か

っ
ぱ

村
村
民

よ
る

福
浦か

っ
ぱ

音
頭
、
朱
鷺さ

な
え

会

よ
る

「
佐
渡お

け
さ

」を

踊っ
て

戴き
ま

す

。
希
望
者に

は

佐
渡お

け
さ
の

踊り

方

の

講
習も

行い
ま
す

。

十
一
日の

河
童バ

ス
ツ
ア
ー
は

相
川
金

山
、
奉
行
所
跡
、
歴
史
伝
説
館
、ト

キ
の

森
公
園
、
大
野
亀(

カ
ン
ゾ
ウ
の

群
生
地)

な
ど
を

巡る
コ
ー
ス
を

検
討
中で

す

。

ロ
マ
ン
と

宝の

島を

満
喫し

ま
し
ょ
う

ど
う
ぞ

全
国の

か
っ
ぱ

村
村
民の

方々
の
ご

来
島を

心よ
り
お

待ち
い
た
し
て
お

り
ま
す

。

第３２回 河童サミットin佐渡 福浦

恒例の、河童サミット交流会が開催されます。今年の会場は、新潟県佐渡島の中央部に位置する
港、両津福浦です。

なお、今年は、総会とサミット交流会を同日に開催いたします。

開催日：２０１９年６月１０日（月）
場 所：佐渡グランドホテル

新潟県佐渡市加茂歌代４９１８－１
電話：０２５９－２７－３２８１

時 間：１６：００～ 神事
１７：３０～ 総会
１８：３０～ 交流会

参加費：別紙募集要項参照

オプションツアー（６月１１日）参加費：６，０００円（昼食付き）
Ａコース：佐渡金山・北沢浮遊選鉱場・トキの森公園
Ｂコース：大野亀（カンゾウ群生地）・トキの森公園
Ｃコース：佐渡たらい舟・西三川ゴールドパーク
（いずれも１４：００頃までに両津港へ）

なお下記の高速船料金が参加費に含まれます。
１０日 新潟港 １２：５０ → 両津港 １３：５５
１１日 両津港 １４：２５ → 新潟港 １５：３０
＊ツアー等詳細については、別紙募集要項をご覧下さい。

讃岐一刀彫り招きかっぱ



(4)第２２６号かっぱ新聞平成３１年２月２８日（木）

こんにちは。
ご無沙汰しております。
お元氣でいらっしゃいますでしょうか。
CD「かっぱが川辺でわっしょいしょい」かっぱ歌手の蜂谷清香です。
最近は海外に歌いにいくことが多いので、
海外に行くたびに、ついでにささやかながら河童文化を広め、
自称「河童国際親善大使」として活動しています。
昨年２０１８年は、有難いことにスコットランド
コーデン城の日本庭園にて開催された日本文化を紹介する「夏祭り」イベントにお招きにあず
かり、庭園にてコンサートさせていただき、手描き「絵ことば」のデモンストレーションもさ
せていただきました。
コンサートの様子はこちら。
https://www.youtube.com/watch?v=ljTc_AxJeBA&t=98s
せっかくの機会ですので、河童文化をお伝えしたいと、見本に河童の説明を描いておきました
ら、ほかにも猫やうさぎ、かめなども描いていますが、たくさんの方々が、「河童を描いてほ
しい」と行列してくださいました。
お一人お一人に、日本にはこういう河童というのがいてね、きれいな水にしか住めないんです、
と説明するととても喜んでくださいました。
なんと、現地の新聞にも紹介され、よりによって、かっぱの説明図を持っているところを大き
く載せてくださって。
当日お祭りに来られなかった方も、新聞を見て「なんだこれは？」と思っていただけたら、嬉
しい限りです。
では、河童のみなさまにどうぞよろしくお伝えくださいませ。

世界を旅するかっぱ歌手＆手描き「絵ことば」作家
自称「河童国際親善大使」
蜂谷清香（はちやきよか）
https://kiyokahachiya.jimdo.com/

蜂
谷
清
香
（
河
童
大
学
客
員
教
授
）さ

ん
か
ら
の

手
紙

河
童
連
邦
共
和
国の

国
民で

は

無い
の
で
す
が

、
河
童
大
学の

客
員
教
授

で
あ
る

、
蜂
谷
清
香さ

ん
か
ら

、メ
ー
ル
が

届き
ま
し
た

。

蜂
谷さ

ん
は

、い
わ
ゆ
る

、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
る

女

性で
す

。
河
童の

歌も

歌っ
て
い
ま
す

。

メ
ー
ル
の

内
容は

、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の

活
躍の

様
子で

す

。

ご

本
人か

ら
掲
載の

許
可を

い
た
だ
い
た
の
で

、
掲
載い

た
し
ま
す

。
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隅
田
川か

っ
ぱ

村を

訪ね
て

か
っ
ぱ

寺
新
年
会で

一
番
、
目
立っ

て
い
た
の
が

、コ
ー

サ
ラ
ジ
ャ
ヤ
ラ
テ
ネ
さ
ん
で
し
た

。

彼は
十
五
年
前
、ス

リ
ラ
ン
カ
か
ら

、
留
学
生と

し
て

、

日
本へ

来ま
し
た

。ア
ル
バ
イ
ト
を

三ヶ

所
回り

、
睡
眠
時

間
三
時
間と

い
う

時
期も

あ
っ
た
そ
う
で
す

。
今は

Ｉ
Ｔ
企

業に

勤め
て

、
同じ
国の

奥さ
ん

（
元
航
空
会
社
勤
務
）と

暮ら
し
て
い
ま
す

。

大
変
辛い

も
の
が

普
通に
食べ

ら
れ

、
甘い

ケ
ー
キ

類も

好
物で

、お

酒も

強い
そ
う
で
す

。
趣
味は

、マ
ラ
ソ
ン
と

旅
行と

グ
ル
メ
で
す

。
渋い

店・
珍し

い

物を

食べ
に
い
き

ま
す

。
将
来の

夢は

、
独
立し

て

自
動
車の
輸
出と

か
カ
レ
ー

屋

を

開
店す

る
こ
と
で
す

。

ス
リ
ラ
ン
カ

旅
行の

際に
は

、
素
晴ら

し
い

企
画を
す
る

と

言っ
て
ま
し
た

。

荒
川
区
南
千
住の

ラ
・
ラ
テ
ラ
ス

（お
し
ゃ
れ
な

商
業
施

設
）の

一
角で

原
助
役と

古
田
顧
問と

ワ
イ
ン
を

飲み
な
が

ら

、お

話を

伺い
ま
し
た

。

（
森
本
佳
直

記
）

水
辺か

っ
ぱ

村

斉
藤

顕
次

縄
文
時
代の

土
偶に

「カ
ッ
パ

形
土
偶
」と

い
う

も
の
が
あ
り
ま
す

。
頭
頂
部が

平
担に

作ら
れ
て
い

た
の
で
そ
う

呼ん
で
い
ま
す

。

土
偶は

実
用
品で
は
な
く

祭
祇
的な

道
具と

思わ

れ
ま
す

。こ
の
カ
ッ
パ

形
土
偶に

は

縄
文
人の

思い

が

込め
ら
れ
て

、
作ら

れ
て
い
る
は
ず
で
す
が

、そ

の

思い
を

汲み

取る
こ
と
が

困
難で

す

。

縄
文
人も

か
っ
ぱ
の
イ
メ
ー
ジ
を

持っ
て
い
た
と

す
れ
ば

現
代
人の

心に

相
通じ

る
も
の
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

。し
か
し

、
縄
文
時
代の

土
偶に

ど
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込め
ら
れ
て
い
た
の
か

、
知

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と

思い
ま
す

。

魚
沼か

っ
ぱ

村

三
友

泰
彦

私
達の

子
供
時
代に

は

、
学
校に

プ
ー
ル
は
あ
り

ま
せ
ん

各
集
落
毎に

子
供
達の

川
遊び

場が

決め
ら

れ
て
い
て

、
晴れ

れ
ば

、
毎
日の

日
課と

し
て

川で

泳い
で
い
ま
し
た

。
正に

、か
っ
ぱ
と
な
っ
て

年
長

の
か
っ
ぱ
が

年
少の

か
っ
ぱ
に

泳ぎ
の

指
導も

し

、

楽し
い

日々
で
し
た

。

特
集
か
っ
ぱ
と
私

水
辺か

っ
ぱ

村

喜
多
川

昇

火
野
葦
平ゆ

か
り
の

筑
後
川に

始ま
り

、
鯉
取り

ま

あ
し
や
ん
で

知ら
れ
た

伝
説の

町で

、
河
童
収
集
家と

し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

河
童
坊を

営み

、
趣
味を

成り
わ
い

と
し
て

約
千
五
百
点を

趣
味を

持つ

人ら
と

楽し
ん
で

お
り
ま
す

。

又
、
俳
句
人と

し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス

社の

会
員と

し
て

河
童の

俳
句も

詠ん
で
い
ま
す

。

三
月

筑
後
川

河
童
水
系

雛と
な
る

四
月

飛び

入り
の

河
童を

負か
す

草
相
撲

五
月

夏
祭り

か
っ
ぱ

太
鼓の

乱れ

打ち

六
月

五
月
晴

鯉に

乗り

来る

河
童か

な

水
辺か

っ
ぱ

村

馬
場

と
き

子

「か
っ
ぱ

」と
は

無
関
係な

「へ
の
か
っ
ぱ
の

会
」

と
い
う
の
が

、
我が

町に
あ
り
ま
し
て
…
…

。

か
っ
ぱ
つ
な
が
り
で

河
童
連
邦
共
和
国へ

入
会し

た

と
こ
ろ

、
是
非に

も
と

請わ
れ
て

、
地
元に

て

「か
っ

ぱ

」の

話を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

に
わ
か

勉
強で

お

許し
い
た
だ
い
て

、お

恥ず
か
し

い

次
第で

し
た
が

、と
て
も

有
意
義で

し
た

。

「か
っ
ぱ

」は

奥が

深い
と

実
感し

ま
し
た

。

お
い
て
け

堀か
っ
ぱ

村

横
尾

智
子

カ
ッ
パ

様と

私の

出
会い

は

、
十
一
年
目に

な
り
ま

す

。
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町
相
原
宅で

月
一
回の

勉
強
会が

行わ
れ
て
い
ま
す

。

左から
原助役 古田顧問 コーサラさん
写真提供：コーサラ
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そ
の

会
場に

は

、た
く
さ
ん
の
カ
ッ
パ

様が

並ん
で

い
ま
す

。そ
の

中で

、
活
発な

意
見が

か
わ
さ
れ

、
時

間の
経つ

の
も

忘れ
さ
せ
て
く
れ
る

、
癒や

し
の
カ
ッ

パ

様
達と
、
楽し

い

日々
を

過ご
し
て
い
ま
す

。

水
辺か

っ
ぱ

村

山
本

順
三

私は

、
五
十
年
前の
京
都
勤
務
時
代か

ら

「
黄
桜の

カ
ッ
パ

」と

称し
て

飲む
だ
け
の

河
童で

あ
っ
た

。そ

の
た
め

、
復
帰
前
後の

沖
縄
勤
務
時
代に

よ
く

耳に
し

た

「キ
ジ
ム
ナ
ー

」が

、
河
童の
仲
間に

数え
ら
れ
て

い
る
の
を

知っ
た
の
は

、
二
十
五
年
前の

連
邦
共
和
国

入
会
後で

あ
っ
た

。

以
来
、
飲み

助
河
童に

変わ
り
は

無い
が

、
徐々

に

河
童に

関す
る

知
識も

身に
つ
い
た

。

唯
、
経
済
力が

伴わ
ず

、グ
ッ
ズ

収
集に

は

手が
届

か
な
い
…
…

（
？
）

京
葉カ

ッ
パ
ビ
レ
ッ
ジ

佐々

美
智
子

一
九
九
二
年
、こ

の

頃は

地
球
温
暖
化
、オ
ゾ
ン

層

な
ど

、
環
境
破
壊が

問
題さ

れ

始め
た

頃で
し
た

。

そ
ん
な
な
か

河
童が

住め
る
よ
う
な
き
れ
い
な

水
辺

環
境を

と

唱え
て
い
る
グ
ル
ー
プ

、
夢が

あ
っ
て

楽し

そ
う
だ
な
と

入
村し

ま
し
た

。あ
れ
か
ら

二
十
六
年
、

か
っ
ぱ

（
私
）も

年を

重ね

、
体が

思う

様に
な
ら
な

い
お

年
頃と

な
り

、
河
童も

遠く
な
り
に
け
り
の

、
今

日こ
の

頃で
す

。
駒ヶ

根
天
竜か

っ
ぱ

村

小
島

利
昭

こ
ん
な

山
村の

片
田
舎に

、
水
泳プ

ー
ル
な
ど
あ
り

ま
せ
ん

。
私た

ち

子
供の

頃は

、
天
竜
川の

支
流を

せ

き

止め
て

水
浴び

を
し
て

楽し
ん
だ
も
の
で
す

。
父や

母が

、あ
ま
り

深み
に

行く
と

、
河
童が

い
て

悪
戯を

す
る
か
ら

気を
つ
け
ろ
と

言わ
れ
た
こ
と
を

思い

出し

ま
す

。
河
童っ

て
ど
ん
な

生
物か

気に
も
と
め
ず
に
お
り
ま

し
た
が

、
昭
和
四
十
九
年
発
行の

駒ヶ

根
市
誌
現
代
編

に

、
中
村
家に

住
居を

構え
て
い
た

高
遠
藩
川
奉
行
中

村
新
六
殿が

、
一
七
八
九
年
天
竜
川が

秋の

大
雨で

荒

れ

果て

、
河
童が

棲
家を

失い

困っ
て
い
た

所を

、
荒

れ

地の

墾
田
作
業で

通り
か
か
っ
た

川
奉
行に

助け
ら

れ

、
河
童は

お

礼に

、
河
童
秘
伝の

妙
薬
「
通
風の

薬

」の

製
造
方
法を

教え
た
と
い
う

伝
説の

記
事が

掲
載

さ
れ
て
お
り

、
古く
か
ら
こ
の

地に

河
童が

棲ん
で
い

た
こ
と
が

分か
り

、
私も

興
味を

持ち

、
平
成
二
年
上

野で

開
催の

河
童サ

ミ
ッ
ト
か
ら

河
童
連
邦
共
和
国に

加
入
、
河
童に

関す
る

知
識も

頂く

一
方
、
中
村
家か

ら

薬
製
造の

資
料を

ご

寄
贈
頂き

、
駒ヶ

根
市の

ご

協

力で

、か
っ
ぱ

館を

建
設
、
河
童
伝
説を

大
切に

、
河

童の

里づ
く
り
を

進め
て
い
る

、
駒ヶ

根
天
竜か

っ
ぱ

村で
す

。

江
戸
川か

っ
ぱ

村

西
井

秋
生

私が

河
童に
興
味を

持っ
た
の
は

、
斉
藤
博
之さ

ん

の

「
河
童
曼
荼
羅
」の

河
童の

画
集を

参
考に

し
て

造

っ
た

河
童の

置
物が
、
陶
芸
教
室で

賞に

入っ
た
の
が

切っ

掛け
で

、
河
童と
聞け

ば

、ど
こ
へ
で
も

出か
け

て

行っ
た

。

板
久
官
房
長
官
（
利
根
川か

っ
ぱ

村
村
長
）の

河
童

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展が

、
新
宿
三
越デ

パ
ー
ト
で

開
催さ

れ
た

。こ
の

時
、
河
童
連
邦
共
和
国の
国
民を

募
集し

て
い
た
の
で

、
住
民と

な
っ
た

。

私の
サ
ミ
ッ
ト

初
参
加は

、
第
五
回
河
童サ

ミ
ッ
ト

利
根
川の

源
流
渡
良
瀬
川
、ス

ロ
ー
ガ
ン

（
水も
河
童

も

友
達
）
群
馬
県
黒
保
根
村
体
育
館で

、
宴
会は

赤
城

山の

緑
風
荘で

行わ
れ
た

。あ
れ
か
ら

、
毎
回サ

ミ
ッ
ト

に
は

参
加し

て
い
ま
す

。

何
時も

、
楽し

い
サ
ミ
ッ
ト
を

企
画し

て
い
た
だ
く
ス

タ
ッ
フ
の

皆
様に

感
謝し

て
い
ま
す

。

静
岡か

っ
ぱ

村

渡
辺
洋
介

平
成
二
十
六
年
春
、
七
十
才を

過ぎ
て
か
ら

、
思い

描

い
て
い
っ
た

和
紙の

お

面を

、
自
己
流で

稚
拙で

す
が

作

り
は
じ
め
ま
し
た

。
住ん

で
い
る

清
水の

六
月の

水
神
社

祭
「
水
神さ

ん

」に

合わ
せ
て

「
水
神と

河
童
面
」を

作

り

、
神
社に

奉
納さ

せ
て

頂き
ま
し
た

。
昔し

あ
っ
た
で

あ
ろ
う

祭
屋
台
風
景が

懐か
し
か
っ
た
の
か
も

知れ
ま
せ

ん

。

そ
の

年の

秋に
は

、
偶
然に

も

焼
津で

「
静
岡か

っ
ぱ

サ
ミ
ッ
ト

」が

開
催さ

れ
て
い
る
こ
と
を

知っ
て

、
静
岡

か
っ
ぱ

村に

入
村し

国
民と

な
っ
て

手
作り

の

河
童
面を

持
参し

、こ
の

会
（サ

ミ
ッ
ト

）に

参
加し

ま
し
た

。
村

長の

北
野さ

ん
は
じ
め

皆さ
ん
の

河
童
愛の

熱の

高さ
に

圧
倒さ

れ

、
私の

河
童
面へ

の

思い

入れ
も

確か
な
も
の

に
な
り
ま
し
た

。
作り

続け
て

今
年で

五
年
目の

、
水
神

さ
ん
へ
の

奉
納と

な
り
ま
す

。

佐
渡
福
浦か

っ
ぱ

村

松
村

昭
南

ふ
る
さ
と
の

歴
史を

掘り

起こ
す

活
動の

中で

、
当
地

域に
は

「か
っ
ぱ
の
わ
び

証
文
」と

い
う
”
か
っ
ぱ

伝
説

”
が
あ
る
こ
と
を

知り

、カ
ッ
パ
を

活か
し
た

活
動を

合

い

言
葉に

「
福
浦の

伝
説と

歴
史・

文
化を

網
羅し

た

冊

子
」の

作
成
、
「
災
害
時
高
台に

避
難す

る

防
災
道を

設

置
」し

、”
カ
ッ
パ
の

逃げ

道”
と

命
名
、カ

ッ
パ
の

郷

を

巡る

「お
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ

」を

造り

、ま
ち

歩き
の

実

施
「
福
浦カ

ッ
パ

音
頭
」の

Ｃを
つ
く
り

、
専
用の

衣
装

を

考
案
、
振り

付け
も
し
て
イ
ベ
ン
ト

時に

皆で

楽し
く

踊る

等の

活
動を

し
て
い
ま
す

。
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河
童
川
柳

暇だ
な
ぁ
と

河
童
寝
言で

闇に

言う

三
浦

安
心

河
童に

も

新
税
決ま

る

放
屁
税

ス
プ
リ
ン
グ
・
マ
ン

浅草かっぱ村 原えつお

静
岡か

っ
ぱ

村

山
口

富
彦

腰の

骨を

折っ
て

今で
は
ヨ
チ
ヨ
チ

歩き

。

平
成
二
年か

ら

、か
か
さ
ず

参
加し

て
い
た

“

河
童サ

ミ
ッ
ト
”
や

、い
ろ
い
ろ
な

行
事

に

顔を

出せ
な
く
な
っ
て

三
年
経ち
ま
し
た

。

残
念で

す

。そ
こ
で

川
柳を

。

ミ

皆さ
ん
に

会え
ぬ

寂し
い

河
童で

す
シ

写
真
見て

あ
の

人こ
の

人

思い

出す
マ
ま
あ
い
つ
か

河
童に

会え
る

日
来る

だ
ろ
う

ト
と

言っ
て
こ
の
ま
ま

会え
ず
に

逝く
か
し
ら

ミ

見た
い
と
こ

生き
た
い
と
こ
ろ
も

そ
の
ま
ま
に

カ

悲し
い
な

！

「
河
童
追っ

か
け

旅
」で

き
ず

ツ

追
年
念の

寂し
い

日々
を

送っ
て
ま
す

パ
パ
ラ
ダ
イ
ス
や
っ
ぱ
り

河
童が

一
番だ

港
横
濱カ

ッ
パ
シ
テ
ィ

八
木

徹

十
年
近く

前の
こ
と
で
す
が

、
大
和の

常
泉
寺で

次
男の

嫁の
両
親と

バ
ッ
タ
リ

出
会っ

た

時の
お

二
人の

驚い
た

表

情は

、
今で

も

忘れ
ま
せ
ん

。
常
泉
寺は

、
花の

お

寺と
し

て

有
名で
、お
二
人は

見
頃の

三
椏
（ミ

ツ
マ
タ

）を

見に

こ
ら
れ
た
も
の
で
し
た

。と
こ
ろ
が

、こ
ち
ら
は
カ
ッ
パ

寺

で
の
お

花
見と

い
う

趣
向で

す
か
ら

、カ
ッ
パ
シ
テ
ィ
の

全

員が

、
派
手な

法
被
姿と

い
う
い
で

立ち
で
す

。
後か

ら

聞

い
た
こ
と
で
す
が

、お
二
人は

そ
の

場か
ら

携
帯で

嫁の
と

こ
ろ
へ
こ
の

出
会い

を

知ら
せ
た
そ
う
で
す

。
酒
好き

の

私

と

違い

、
下
戸で

技
術
者タ

イ
プ
の
ご

主
人と

は

、
交
流が

少な
い
と
い
う

関
係な

の
で

、こ
う
し
た

突
然の

出
会い

に

は

、
少な

か
ら
ず

戸
惑わ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う

。も
ち
ろ
ん

、そ
の

後も
お

会い
し
て
い
ま
す
が

、お
互い

そ
の
こ
と
に

つ
い
て

話す
こ
と
は
な
く

、
現
在に

至っ
て
い
ま
す

。カ
ッ

パ
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は

、
他の

親
戚に

も
話し

て
お

り
ま
せ
ん
し

、
息
子
夫
婦ら

も

、
傍
観す

る
だ
け
と
い
う

状

況で
す

。そ
れ
が

私の

本
望で

も
あ
り
ま
す

。

石
神
井
川か

っ
ぱ

村

吉
田

利
子

河
童
連
邦
共
和
国の

歩み
と
か
っ
ぱ
バ
ッ
ジ
の

特
集は

、

私の

東
京
転
校
生の

歴
史と

か
さ
な
り
な
つ
か
し
く

思い

出

さ
れ
ま
す

。
古い

時
代と

板
久さ
ん
の
か
っ
ぱ

村
民の

リ
ー

ド

力は

、
仕
事と

い
う
も
の
は

、こ
の

人の
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か

？と

、
社
会
人と

し
て
の
お

手
本に

な

っ
た
よ
う
な

気が
し
ま
し
た

。

基
本を

作っ
た

板
久さ

ん
と

、
平
成
二
年に

出
会っ

た
こ

と
で

、
今も
か
っ
ぱ
は

私の

心に

板
久さ

ん
と
と
も
に

生き

続け
て
お
り
ま
す

。
当
時
私に

か
っ
ぱ
を
す
す
め
て

下さ
っ

た

中
村
様が

新
大
統
領に

な
ら
れ
た

事で

、ま
す
ま
す
か
っ

ぱ
か
ら

離れ
ら
れ
な
い

運
命を

感じ
ま
す

。
「
天
然ボ

ケ

」

の

私で
す
が

、こ
れ
か
ら
も

時々

参
加さ

せ
て

頂き
ま
す
の

で

、よ
ろ
し
く
お

願い

申し

上げ
ま
す

。

世
界へ

の

旅

小
倉
川か

っ
ぱ

村

黒
子

雄
二

私の

近
年の

テ
ー
マ
は

「
旅
」で

す

。
八
十
五
才
（
今

は
七
十
六
才
）ま

で
に
は

、
五
十ヶ

国を

訪ね
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す

。

体
力の

あ
る
う
ち
に
と

、
近い

国は

後
回し

に
し
て

、

遠い

国か
ら

回っ
て
い
ま
す

。
一
昨
年は

、
東
欧
四ヶ

国

を

五
泊
八
日で
、
昨
年は

八
月に

中
東の

カ
タ
ー
ル
に

二

泊
四
日で

、ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に

五
泊
八
日で

、

十
二
月に

南ア
フ
リ
カ
へ

二
泊
五
日で

行き
ま
し
た

。
今

年は

三
月に

ネ
パ
ー
ル
へ

、
六
月に

北
欧を

予
定し

て
い

ま
す

。こ
れ
ら
の

旅の

原
点は
六
十
年
前の

「
兼
高か

ほ

る

世
界の

旅
」と

い
う
テ
レ
ビ
の

長
寿
番
組で

す

。ぜ
ひ

行っ
て
み
た
い
と

思わ
せ
る

素
晴ら

し
い

番
組で

し
た

。

祈
願
成
就の

為
、
亀
戸の

ジ
ム
で

水
泳・

ト
ラ
ン
ポ
リ

ン

等で

身
体を

鍛え
て
い
ま
す

。

小倉川かっぱ村
黒子 雄二



球
磨
川の

河
童つ

り
そ
の

４
４

熊
本
県
八
代
郡

あ
る

日
、
彦
一は

、
宮
地の

ふ
も
と

球
磨
川の

土
手で

漁を

釣っ
て
い
ま

し
た

。そ
こ
に
と
の
さ
ん
が

通り
か
か
り
ま
し
た

。
「
彦
一
、
何ば

釣り
よ

っ
と
か

」
彦
一は

、
振り

向く
と

、ほ
か
な
ら
ぬ
と
の
さ
ん
が

立っ
て
い
る

の
で

驚き
ま
し
た
が

、ふ
と

、
「が

わ
っ
ぱ

釣り
で
す
た
い

」と
い
い
ま
し
た

。

「な
に

？
。そ

ら
ぁ
お
も
し
れ
ぇ

、お
れ
に
も

釣ら
せ
ろ

」
彦
一は

、お
ど

か
す
つ
も
り
で

言っ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
こ
ま
っ
た
の
で
す
が

、
「が

わ
っ
ぱ

釣り
に
は
く
じ
ら

肉が

一
番よ

か
ば
っ
て
ん

。そ
の
え
さ
が
な
か
け
ん

弱っ
と
り
ま
す

」と
い
い
ま
し
た

。す
る
と

、
「そ

ら
お

安い
こ
つ
だ

。く
じ
ら

肉

な
ら

城に
あ
る

。ど
の
く
ら
い
い
る
か

」
「
二
貫
目く
ら
い
で
す

」
「よ

し

、

晩に

二
貫
目の

く
じ
ら

肉ば
も
っ
て
く
る
ぞ

」

そ
の

晩に
な
り
ま
し
た

。と
の
さ
ん
は

二
貫
目の

肉を
も
っ
て
き
ま
し

た

。
彦
一は

、え
さ
に
し
て
い
る
ふ
り
を
し
て

、
用
意し

た

竹
皮に
包み
、

す
っ
か
り

取り

上げ
て
し
ま
い
ま
し
た

。し
か
し

、が
わ
っ
ぱ
は

釣れ
ま
せ

ん

。
「と

の
さ
ん
と

二
人じ
ゃ
あ

、
釣る

の
は

難し
い

。あ
し
た
の

晩
一
人

で

釣り
ま
す
た
い

」と

彦
一は

言い
ま
し
た

。

そ
の
あ
く
る

晩は

月
夜で

し
た

。
彦
一が

釣り
を
し
て
い
る
と

、
川の

中

か
ら
が
わ
っ
ぱ
が

上げ
っ
て

来て

、
「す

も
う
と
ろ
か
い

」と
い
い
ま
し
た

。

彦
一は

、ま
ず

、び
ん
た
を
う
っ
て

、
頭の

皿の

水を
ふ
っ
と
ば
し
て
か
ら

投げ

飛ば
し

、
次々

と

五
、
六
匹を

し
ば
り
つ
け
る
と

、お

城に
ひ
っ
ぱ
っ

て
と
の
さ
ん
に
わ
た
し
ま
し
た

。と
の
さ
ん
は
び
っ
く
り
し
て

、
「ぬ

し
ゃ

釣

り
の

名
人ば

い

」と
い
い
ま
し
た

。

（
未
来
社
版
『
日
本の

民
話
』よ

り

）

(8)第２２６号かっぱ新聞平成３１年２月２８日（木）

新
規
国
民

・

秋
元

和
子

（
宇
都
宮か

っ
ぱ

村
）

・

川
田

孝
子

（
宇
都
宮か

っ
ぱ

村
）

・

中
村

靖
夫

（
宇
都
宮か

っ
ぱ

村
）

・

宮
地

正
治

（お
い
て
け

堀か
っ
ぱ

村
）

・

海
野

恵
子

（
馬
込か

っ
ぱ

村
）

・

笠
原

三
枝
子
（
馬
込か

っ
ぱ

村
）

・
コ
ー
サ
ラ

ジ
ャ
ヤ
ラ
テ
ネ

（
隅
田
川か

っ
ぱ

村
）

河
童
百
話
（
各
地の

伝
承シ

リ
ー
ズ

）

全
国
各
地に

伝わ
る

河
童の

伝
承や

昔
話
、
民
話を

集め
て
み
ま
し
た

。

同じ
よ
う
な
テ
ー
マ
の

話が

、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域の

個
性を

反
映し

て

、

微
妙に

異な
っ
て
い
ま
す

。
河
童に

は

詳し
い

皆さ
ま
で
す
の
で

、お

耳

汚し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

、
若
干の

解
説を

し
て
い
ま
す

。

河
童
大
学

佐々

木

篤

解
説
：
漁
師が

、
殿
様を
だ
ま
し
て

、
鯨
肉

を

取り

上げ
る

。そ
れ
だ
け
で
は
な
く

、ま
ん
ま
と

河
童を

捕ま
え
る

。
痛
快な

快
男

子の

民
話で

す

。ど
こ
と
な
く

、
南
方
系の

お
お
ら
か
さ
が

感じ
ら
れ
る

伝
承で

す

。

か
っ
ぱ

新
聞
第
二
二
六
号

発
行

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

新
聞
発
行
人

森
本

佳
直

編
集
担
当

佐々

木

篤

浅草かっぱ村 佐藤 奈都子

編
集
後
記

本
号は

、
五
月に

お

送り
し
た

定
期
総
会

の

出
欠
用は

が
き
に
て

募
集し

た

「か
っ
ぱ

と

私
」の

投
稿を

特
集と

し
て

掲
載し

ま
し

た

。
本
来な

ら
ば

、
前
号に

載せ
た

方が

良

か
っ
た
の
で
す
が

、
掲
載す

る

内
容が

多く
て

遅く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。そ
ん
な
こ

と
か
ら

、
一
部
内
容
的に

時
間の

ズ
レ
が

有

る
か
も

知れ
ま
せ
ん
が
ご

容
赦を

下さ
い

。

な
お

「か
っ
ぱ
と

私
」に

つ
い
て
は

、
随

時
受け

付け
て
い
ま
す
の
で

、お

気
軽に

編

集
部ま

で

投
稿を

お

願い
し
ま
す

。

岡
山か

っ
ぱ

国

準
備
中

発
起
人

香
西
政
志

私は

昨
年
、
宇
都
宮か

ら

出
身
地の

岡
山

に

移
住し

ま
し
た

。
岡
山で

は

河
童を

「ご
ん
ご

」と

呼び

、
津
山
市で

は

毎
年ご

ん
ご

祭り
が

開
催さ

れ
て
い
ま
す

。

さ
て

、
私は

こ
の
た
び

「
岡
山か

っ
ぱ

国
」

（
仮
称
）を

開
国し

た
い
と

思い

、
準
備を

開
始し

ま
し
た

。
正
式に

開
村が

承
認さ

れ
ま
し
た
ら

、
開
村
式を

い
た
し
ま
す
の
で

、

よ
ろ
し
く
お

願い
い
た
し
ま
す

。

国税の納付をお願いします

一般国民：２，５００円


